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要

アカン トアメーバ角膜炎の発症 とコンタク トレンズ装

用の関連が重要視 されていることから,コ ンタク トレン

ズ保存液のアカントアメーバによる汚染状況を調査 し,

汚染 をもたらす要因と予防法について検討 した.角膜炎

を伴 っていないコンタク トレンズ装用者 93名 を対象 と

し,ア ンケー ト票を用いた調査によってコンタク トレン

ズの管理状況について明 らかにするとともに,保存液の

一部 を採取 したものを検体 としてアカン トアメーバの培

養 を行 った。その結果,93例中 9例 に自由生活性のア
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メーバが検出され, うち 4例がアカントアメーバであっ

た.比率 としてソフ ト系コンタク トレンズの場合に陽性

例が多 くみられ, また,水道水を用いているもの,煮沸

消毒を行わないもので,陽性率が高かった。 (日 眼会誌

98:477-480, 1994)

キーワー ド:アカントアメーバ,コ ンタク トレンズ,コ
ンタクトレンズ保存液
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Abstract

Acanthamoeba keratitis see】 ms to be assOciated
たヽith ■vearing contact lenses. A.s controls,lFe sur_

Veyed contact lens wearers ⅥrithOut keratitiso Con‐

tact lens solutions of 93 persons 、vere examined in

order to identify risk factOrs fOr cOntanlinatiOn by

Acanthalnoeba. :rherefore, the contact lens dis‐

infection system and stOrage schedules were studied

in each case. Acanthamoeba organisms were iso‐

lated from 4 specimens(4.3%).The incidence Of

Acanthamoeba was higher in specimens of soft
contact lens solution than in those of hard contact
lens solution, and all the Acanthamoeba positive
cases had been using tap water. (J Jpn Ophthalmol
Soc 98 :477-480, 1994')

Key words : Contact lenses, Contact lens solution,
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I緒  言

アカントアメーバによる角膜炎は,1974年にNaging‐

tonら 1)に よって初めて報告されて以来,欧米において注

目され,多数の報告例をみてきた。そのなかで本症の発

症におけるコンタクトレンズ装用との関連が明らかとな

り2)～8), コンタクトレンズ装用による角膜上皮障害とコ

ンタクトレンズ保存液の汚染が,本症の発症要因として

重要視されてきている8)。

本邦においては,1988年 に我 9々)が その第 1例を報告
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し,その後臨床診断例 1例,確実例 5例の自験例がある

が10)～ 12),こ れらの うち 1例を除いてすべてコンタク トン

ンズの装用者であ り,その保存液からアカントアメーバ

が分離されている。また,他施設からの報告
13)～ 16)に おい

ても,同様にコンタク トレンズ装用 との関連が示唆され

ている。米国では,Stehr― Greenら 17)が アカントアメーバ

角膜炎発症者と角膜炎を伴っていないコンタクトレンズ

装用者 との間で case‐control studyを 行い,角膜炎を

伴ってない装用者 の コンタク トレンズ保存液か らも

2.5%に アカン トアメーバが分離 された と報告 してい

る。本邦では,加藤 ら18)が ソフトコンタクトレンズ装用者

の保存液の微生物学的汚染状況を調査 し,ア カン トア

メーバの検出率として 4.2%と の数字を示している。以

前我 1々9)が行った報告では,対象 10例のすべてが陰性で

あったが,今回,母集団を広げ,ま た培養実験の方法を

一部変更して,ア カントアメーバによるコンタスク トレ

ンズ保存液の汚染状況の実態を明らかにすることを目的

として実験を行った。その結果, コンタクトレンズ保存

液は,Stehr‐ Greenら 17),加 藤ら18)に よって示されたと同

様に,かなりの頻度で汚染されていることが明らかとな

り, コンタクトレンズの使用状況とアカントアメーバ角

膜炎の関連,お よびその予防に関して若干の考察を加え

たので報告する。

II 対象および方法

角膜炎を伴っていないコンタク トンソズ装用者 93名

を対象とした。地域的には,東京地区 12名 ,筑波学園地

区81名 であった。コンタクトレンズの管理状況について,

表 1に示す項目についてアンケー ト票を用いて調査を行

い, コンタクトレンズの種類,保存液の種類,消毒・ 洗

浄の方法を各症例について明らかにした。

表 1 アンケー ト票調査項 目

。現在装用中コンタクトレンズの使用期間

・ コンタク トレンズ使用歴

・ コンタク トレンズの種類

・管理状況―・ 洗浄法

・消毒

・除蛋白
。1日 の装用時間

・ コンタク トレンズによるトラブルの既往

・眼疾患の既往

・眼科定期検査の頻度

・保存液 (検体)の ケース内保留時間

表 2 NKCMT生 理食塩水 (× 200)

日眼会誌 98巻  5号

保存液からのアカン トアメーバの培養方法として,コ
ンタク トレンズ保存ケースをよく振盪した うえで,白金

耳を用いて直接保存液の一部を採取し,ア メーバ分離の

検体 とした。アカン トアメーバ用生理食塩水である

NKCMT生 理食塩水 (表 2)に より作製した N―N培地

(non―nutrient培 地)にナットウ菌 (Bacinous nattou)

の生菌液を塗布し分離用の培地とした。培養条件として

は,暗所で 30℃ を保ち,光学顕微鏡で 2週間にわたり観

察し培養結果を判定した。

III 結  果

今回,対象とした 93例中 9例に自由生活性のアメーバ

が検出され, うち4例がアカントアメーバであった (表

3)。 コンタクトレンズの種類別にみた結果を表 4に示し

た。ハー ド系では62例中 5例に自由生活性のアメーバが

検出され, このうち 2例がアカントアメーバでぁった。

ソフト系では,31例中 4例に自由生活性のアメーバが検

出され, うち2例がアカントアメーバであった。比率と

してはソフト系に陽性例が多くみられたわけであるが,

Fisherの直接危険率による比率の差の検定では,統計学

的な有意差は認められなかった。

コンタク トレンズの保存液の種類 との関係について

は,水道水にコンタク トレンズを保存している 11例から

は,ア カントアメーバ 1例 と,その他の自由生活性アメー

バ 5例が検出され,全体の比率より高率に陽性例がみら

れたが,一方,市販保存液を使用している例にも82例中

3例にアカントアメーバが検出された。しかし, この市

販保存液を使用しなが らも,ア カン トアメーバ陽性で

あった 3例については, 3例 ともに水道水でコンタクト

レンズの洗浄を行っていた。今回の対象者においては 93

例中 85例 が水道水によるコンタク トレンズの洗浄を

行ってお り,ア カントアメーバ陽性例 4例 とその他の自

由生活性アメーバ陽性例 5例のすべてにおいて,何 らか

の形で水道水とコンタク トレンズとの接触があることが

判明した (表 5)。

消毒法については,煮沸消毒を行っている 19例では,

表 3 地域別アカン トアメーバー検出頻度

ア カ ン トアメーバ その他の自由生活性
アメーバ

東京地区

筑波学園地区

1/12(8.3%)

3/81(3.7%)

1/12(8.3%)

4/81(4.9%)

表 4 コンタク トレンズの種類別によるアカ ン トア

メーア検出頻度
NaCl

KCl
CaC12

MgS04・ 7H20=1・ 6mM
Tris・ HCl,pH6.8

207.2mヽ1

4.7 nl卜 4

2.7mヽ4

ア カ ン トアメーバ その他の自由生活性
ア メ ー バ

,. - t"x
y7t^

2/62(3.2%)

2/31(6.5%)

3/62(4.8%)

2/31(6.5%)50.Omヽ 4
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ついて case‐ control studyを行い,発症者群では, コン

タク トレンズの保存液 として自家製の生理食塩水を用い

ている率が有意に高いことを示した。さらに,一般のコ

ンタク トレンズ使用者 81名 について,そ のコンタクトレ

ンズ保存液からのアカン トアメーバの培養実験を行い
,

81名 中 2名 (2.5%)に アカントアメーバが検出されたこ

と, この 2名 とも自家製生理食塩水を保存液として用い

ていたこと,ま た自家製生理食塩水の全例に細菌もしく

は真菌汚染があったことを報告している。

加藤 ら18)は,1989年 1月 から3月 の間に徳島市内の眼

科診療所から集めた, ソフトコンタク トレンズ使用者の

所持するソフトコンタク トレンズ保存液 (レ ンズケース

に注入する前のstock solusion)96検 体からのアメーバ

の分離を行い,96検体中 16検体 (16.7%)か ら自由生活

性のアメーバが検出され, このうち4検体 (4.2%)が ア

カントアメーバであったこと, さらにアカントアメーバ

陽性の 4検体とも自家製生理食塩水を保存液として使用

していたことを報告している。

我々19)は 1988年,角膜炎を伴っていないコンタクトレ

ンズ装用者 10名 を対象として,それぞれの保存液からの

アカントアメーバの培養実験を行い,すべて陰性であっ

たことを報告した。今回は対象を 93例 に広げ,ま たアカ

ントアメーバの培養にあたっては,前回は大腸菌死菌液

を用いたのに対し,今回はナットウ菌を用いてこの生菌

液を N―N培地に塗布し,分離用の培地 とし検討を行っ

た。これは,ア カントアメーバが最も好むとされるナッ

トウ菌を用いることにより,検出の感度を上げるよう試

みたものである。その結果,93例中 4例すなわち4.3%

にアカントアメーバが検出された。今回の結果から, コ

ンタクトレンズ保存液は,角膜炎を伴っていない装用者

においても,高頻度にアカントアメーバによる汚染をう

けていると考えられた。また,汚染をもたらす条件とし

ては,水道水との接触の機会のあること,煮沸消毒を行

わないことが重要視されるべき点であると考えられた。

これらの要因を踏まえ, アカントアメーバの汚染から

防御するためには, どのような管理が必要であろうか。

石橋ら24)は ,ア カントアメーバに対する温度と時間の関

係について報告しており,こ のなかで 70℃ ,20分間の加

熱でアカントアメーバは死滅することを明らかにしてい

る。今回の調査結果で,煮沸消毒を行っている19例すべ

て,ア カントアメーバその他の自由生活性のアメーバと

もに検出されなかったことからも,熱消毒は最も有効な

手段 と考えられた。 したがって, ソフトコンタクトレン

ズについては煮沸消毒を確実に行 うこと,各種コンタク

トレンズの保存ケースについても煮沸消毒して清潔に保

つこと, コンタクトレンズは保存液中に保存し,水道水

をはじめいわゆる生水を保存液がわ りに用いないことが

アカントアメーバによる汚染を防ぐと考えられる。さら

には, コンタクトレンズの着脱の際,手指の洗浄やコン

表 5 保存液の種類 と洗浄法によるアカントアメーバ

検出頻度

保 存 液 アカン トア メーバ その他の自由生活性
アメーバ

市販保存液

水道水

3/82(3.7%)

1/11(9.1%)

0/82(0%)

5/11(45.5%)

水道水洗浄 4/85(4.7%)

0/8(0%)
5/85(5.0%)

0/8(0%)

有

無

表 6 煮沸消毒 とアカントアメーバーの検出頻度

煮沸消毒 ア カン トア メーバ その他の自由生活性
アメーバ

有

無

0/29(0%)

4/74(5.4%)

0/19(0%)

5/74(6.8%)

アカントアメーバ,その他の自由生活性のアメーバとも

に全く検出されなかった (表 6)。

IV考  按

アカントアメーバは,淡水,土壌などに生息する自由

生活性のアメーバで,栄養体は運動性を有し,ま た二重

壁をもった嚢胞を形成する1)。 人体に及ぼす病原性 とし

ては以前から髄膜炎や脳炎が知られていたが,1974年 の

NaginttOnら 1)に よるアカントアメーバ角膜炎の報告以

来,ア カントアメーバによる角膜炎もしくは強膜炎20)の

多数の報告例が相次ぎ,重要な眼感染症の一因を成すも

のとして注目されている。

近年になってアカントアメーバ角膜炎の出現あるいは

増加をみたことに関しては,それが発病率自体の増加を

一次元的に反映しているものではなく,診断学上の問題

が加味されることが考慮されなければならない。すなわ

ち,過去においては診断上の困難さのために本症と診断

され得なかった症例のあったことも考えられる。本症の

診断には,病原体であるアカントアメーバの検出が必要

であり,直接鏡検・培養による他,Wilhelumら 21)に よる

calconuor whiteを 用いた診断法や,Epsteinら 22)に よる

indireCt nuorescent antibody stainingな ど,新 しい診

断法も提唱されていて, このように診断法が工夫され,

また本疾患が注目されることによって,本症と正しく診

断され得るケースが増加していることが考えられる。

しかし一方では,近年の多くの報告例において, コン

タクトレンズ装用と本症との関連が示唆されており,疫
学的研究からも, コンタクトレンズ装用者の増加あるい

はコンタクトレンズの消毒法や管理法における問題がア

カントアメーバ角膜炎の増加につながっていると考えら

れている8)23)。

Stehr‐Greenら 17)は
,1987年,ア カントアメーバ角膜炎

発症者 27名 と,対照群である一般のコンタクトレンズ使

用者 81名 の間で,コ ンタクトレンズの種類や管理状況に
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タク トレンズの燿 ぎ洗 いに も,い ったん沸 か した水や滅

菌水を用 いることが望 ましい と考 えられ る。

アカン トアメーバ角膜炎 は,宿主側の要 因 としての角

膜上皮 の障害 と,病原体であるアカン トアメーバ と角膜

との接触 の,両者がそ ろった場合に感染が成立 し発症す

ると考 え られるが, コンタク トレンズ保存液 にアカン ト

アメーバによる汚染があ った場合, コンタク トレンズそ

の ものによる機械的 もしくは低酸素状態 に基づ く角膜上

皮障害 と,保存液に由来す るアカン トアメーバ との接触

とい う形で感染成立の条件 が整い得 る。 アカン トアメー

バ角膜炎が,その診断 と同様 に治療法において,有効な

薬物が限 られ る点や角膜移植後 にも再発があ り得 る点な

ど困難を伴い,進行すれば失明に至 り得 る重篤な疾患で

あることか らも,本症 の予防は重要 な問題であ り, コン

タク トレンズの使用 にあた っては,今回の検討で示 され

た よ うな危険因子に対 し, これを避けるべ く対策を要す

るもの と考 えられた。
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